
学部：看護学部 

学科：看護学科 

役職：助教 

氏名：本多恵子 

 

最終学歴・学位等 

最終学歴：群馬大学大学院保健学研究科保健学専攻博士前期課程 

学位：修士（看護学） 

免許：看護師免許、保健師免許 

 

所属学会等 

日本看護学教育学会会員（平成 26 年～現在に至る） 

群馬がん看護研究会会員（平成 28 年～現在に至る） 

日本がん看護学会会員（平成 30 年～現在に至る） 

 

主な職歴 

平成 17（2005）年 4 月～平成 20（2008）年 3 月 

  北里大学東病院（看護師） 

平成 20（2008）年 4 月～平成 25（2013）年３月 

  社会保険群馬中央総合病院（現 JCHO 群馬中央病院）（看護師） 

平成 26（2014）年４月～平成 28（2016）年３月 

国立病院機構高崎総合医療センター（看護師） 

平成 28（2016）年４月～令和３（2021）年３月 

上武大学看護学部看護学科（助手） 

令和３（2021）年４月～令和４（2022）年３月 

  上武大学看護学部看護学科（助教） 

令和６（2024）年４月～現在に至る 

  上武大学看護学部看護学科（助教） 

 

担当授業科目 

診療関連技術（２年前期、分担、新カリ） 

看護体験実習（１年後期、分担、新カリ） 

受け持ち看護実習（２年後期、分担、新カリ） 

 

専門・研究領域 

専門領域：基礎看護学 

研究領域：基礎看護学、がん看護 

 



主な論文・著作 

1．星野恵子・茂木香里：終末期がん患者の倦怠感に対する継続したアロマテラピーフットマッサージの有効

性、第 14回群馬県看護学会抄録、56-57、2010． 

2．星野恵子・小笠原幸・古市清美・猪俣真由美・今井彩・眞鍋知子他：学生が関心を持って参加できる授業

の構築－授業終了後のミニッツペーパーの検討－、日本看護学教育学会誌 24 巻学術集会講演集、128、

2014． 

3．猪俣真由美・星野恵子・今井彩・矢島好美・眞鍋知子：効果的に授業を実施するための構成要素に関する

研究、日本看護学教育学会誌 24巻学術集会講演集、228、2014． 

4．今井彩・小笠原幸・猪俣真由美・星野恵子・矢島好美・眞鍋知子：看護技術の講義における学習効果 洗

髪の授業を通して、日本看護学教育学会誌 24巻学術集会講演集、128、2014． 

5．星野恵子・京田亜由美・藤本桂子・小沼美加・生方智美・神田清子：自宅での看取りに影響を及ぼす家族

の要因分析、群馬保健学研究 37、41-51、2016． 

6．生方智美・藤本桂子・京田亜由美・星野恵子・小沼美加・神田清子：がんサバイバーとその家族の就労状

況に関する研究の分析、群馬保健学研究 37、89-99、2016． 

7．小沼美加・藤本桂子・京田亜由美・生方智美・星野恵子・神田清子：終末期がん患者と家族が受けている

訪問看護ケア内容の分析、群馬保健学研究 37、53-61、2016． 

8．本多恵子・京田亜由美・神田清子：仕事や子どもの世話役割を担う家族員が自宅で終末期がん療養者を看

取るプロセス、日本がん看護学会誌 36、1-10、2022． 

  


